
 
 

 

第
一
三
〇
回
岡
山
大
学
大
学
院
精
神
神
経
病
態
学
教
室
同
門
会 

髙
木
学
教
授
就
任
記
念
学
術
講
演
会
の
御
案
内 

 

謹 
啓 

春
光
の
候 
皆
様
方
に
は
益
々
御
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す 

髙
木
学
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は 

令
和
四
年
十
月
一
日
付
を
も
ち
ま
し
て 

山
田
了
士
先
生
の
後
任
と
し
て
岡
山
大
学

学
術
研
究
院
医
歯
薬
学
域
精
神
神
経
病
態
学
教
授
と
し
て
就
任
さ
れ 

教
室
を
主
宰
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た 

先
生
は 

岡
山
大
学
を
ご
卒
業
後 

ジ
ョ
ン
ス
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
精
神
科 

岡
山
大
学
病
院
精
神
科
神
経
科 

に
お
い
て

め
ざ
ま
し
い
業
績
を
あ
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た 

こ
の
度 

教
授
ご
就
任
を
記
念
し 

左
記
の
ご
と
く
学
術
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す 

な
お 

昨
今
の
事
情
を
鑑
み 
懇
親
会
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す 

ご
多
忙
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が 
何
卒
御
臨
席
賜
り
ま
す
よ
う
謹
ん
で
御
案
内
申
し
上
げ
ま
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一
、
日
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令
和
五
年
五
月
十
四
日(

日
曜
日) 
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術
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一
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講
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富
田
博
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先
生 (

東
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大
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大
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医
学
系
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究
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精
神
神
経
学
分
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主
任
教
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「
人
工
知
能
技
術
が
も
た
ら
す
精
神
疾
患
病
態
の
理
解
促
進
と
新
た
な
医
療
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長
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事
長) 

二
、
講
演 

中
込
和
幸 

先
生 

(

国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー 

理
事
長) 

 
 

 
 

 
 

 

「
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「
繋
が
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精
神
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へ
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座
長 

山
田
了
士 (

岡
山
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー 

副
理
事
長
・
特
任
院
長 

岡
山
大
学
名
誉
教
授) 

 
         

 

就
任
挨
拶 

 

花
束
贈
呈 

 

閉
会
挨
拶 

 

一
、
場
所 

岡
山
国
際
ホ
テ
ル
「
瑞
光
の
間
」 

岡
山
市
中
区
門
田
本
町
四
‐
一
‐
十
六 

 

電
話 

〇
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六
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、
主
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岡
山
大
学
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院
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神
経
病
態
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教
室
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門
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一
、
会
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壱 

万 

円 

四
月
二
十
一
日
ま
で
に
御
出
席
の
御
都
合
と
お
振
込
み
の
手
続
き
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
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